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博士論文審査： 提出された論文を審査委員が査読する過程で出されたコメントに対して、申請者
が対応する形で論文の修正を行った。特に論文全体として、研究の意義が明確になるように、再検
討が求められ、審査委員が確認を行った。本論文では、第４章において、調査用トロール網による
ズワイガニ類に対する漁獲効率にグランドロープの部位別の入網率の違いが大きく影響し、それを
考慮することによってより精度よく漁獲効率を推定できることを示したことは、TAC 対象種にもな
っているズワイガニの資源調査に貢献するものであり、審査委員からは高い評価を得た． 
 本研究は、底びき網において網口の下側につけられたグランドロープに対するヒラメ・カレイ類
やタラ類、ズワイガニ類の行動を水中ビデオで観察することで、従前その機能とされてきた駆集効
果などの有無を確認するとともに、グランドロープの太さと生物の大きさが網口への入網と網口下
への逃避に及ぼす影響を明らかにし、グランドロープの太さによるサイズ選択性の可能性を示して
いる。さらに、特に水産資源として重要な TAC 対象種でもあるズワイガニについて、グランドロー
プによる駆集効果はなく、むしろグランドロープ袖網部での入網率が中央部よりも非常に高いこと
を明らかにして、底びき網の漁獲機構におけるグランドロープの重要性を示すとともに、漁獲効率
をより適切に推定することに成功した。 
 これらの成果は、今後の底びき網における漁獲の効率化に活用されるとともに、種別や魚体の大
きさ別の選択漁獲の可能性を示唆するなど資源の有効利用や保護にも役立つことが期待される。特
に、我が国のみならず重要対象種のズワイガニの漁獲におけるグランドロープ袖網部の重要性を明
らかにして漁獲効率を適切に推定できることを示せたことは、トロール調査によってズワイガニの
資源量推定を行っている我が国にとって、その資源量推定の精度を向上させるなど大きな貢献とな
るのみならず、欧米でのズワイガニに対するトロールの漁獲機構の研究に対する波及効果が期待さ
れる。 
 以上の内容から、申請者から提出された論文は、国内外の研究の水準に照らし，この研究分野に
おける学術的意義，新規性，独創性及び応用的価値を有しており，博士の学位に値することを審査
委員一同確認した。 
 
最終試験の結果要旨： 最終試験は 2 月 12 日に行われた。審査委員一同出席の下、博士論文の内
容について最終確認のための質疑応答を行い、その内容は十分であった。一方、専門知識について
は、公開発表会(2月 12 日)当日の質疑や予備審査時でのディスカッションを含め十分であると審査
委員一同確認した。 
第 1 著者として学術論文が 3 編「藤田薫、 渡部俊広、 北川大二：小型底びき網のグランドロー
プの太さによる漁獲選択性の相違.日本水産学会誌、 72、 695-701(2006）」と「藤田薫、 松下吉
樹、 本多直人、 山崎慎太郎、 小林正三：トロール網のグランドロープに対するズワイガニ類の
行動．日本水産学会誌、 73(3)、 495-504(2007)」、「Kaoru Fujita、 Toshihiro Watanabe、 Masaki 
Ito、 Tadashi Tokai：Variation in snow crab entry ratio among sections of footrope and its 
effect on trawl net catching efficiency. Fisheries Science、 Fisheries Science、 81、 
1013-1024、 (2015）」が印刷公表済みであるとともに、講演発表を日本水産工学会やその他の報
告会などで行っていることを確認した．また、合同セミナーへの出席回数も 60 時間を越えている
ことを確認した。英語での論文を公表していることから、語学の能力については問題ないと判断し
た。 
 
以上のことから、申請者について論文審査および最終試験とも合格と判定した。 
